
郡山市の救急医療体制と補助額の推移

郡山市内における救急隊の出動件数及び搬送人員 郡山市内における救急出動に係る経費

（件・人）

救急出動１件当たり ３８，１４９円

算出に含まれている費用

■救急活動に係る消耗品

■救急自動車の費用、燃料、整備点検費用

■救急隊・通信指令員の人件費

■救急に係る研修費

＜参考＞郡山市内の救急(令和６年)

・救急出動件数 １６，４０９件

・１件当たり平均所要時間 １１１分

※出動～帰署＋出場に係る事務処理

※ 令和６年度決算から。郡山地方広域消防組合調べ。
※ 経費には直接的経費のみで、庁舎施設の維持管理等の間接的経費は含んでおりません。
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第二次救急病院（協議会）に対する補助額の推移
（千円）

症状・緊急性

重 ・ 高

軽 ・ 低

三次救急医療
（重篤な患者）

二次救急医療
（入院治療を必要とする患者）

初期救急医療
（比較的軽症の患者）

▸太田西ノ内病院
救命救急センター

▸在宅当番医制
▸休日・夜間急病センター

▸第二次救急病院協議会

輪番にて休日・夜間等の診療を担当

補助金

を交付

7,523件
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出動件数及び搬送人員の推移（郡山地方広域消防組合調べ）

出動件数（件）

搬送人員（人）

7,522人

【補助拡充】※2

【補助拡充】
(小児)輪番制単価及び

※1 金額については当初予算ベース。
※2 平成29年度当初予算については、二次救急医療体制の維持について、休日・夜間に入院や手術が必要な

重症患者を受け入れる二次救急病院の受診者数の高止りや医療スタッフの高齢化など各病院の負担が増
していることから、二次救急医療体制を維持するための助成制度の拡充を行いました。

※3 物価高への対応として、基準額を10％増額しました。
※4 物価上昇に伴う薬剤や医療物資の高騰への対応及び超高齢化に伴う救急搬送者の高齢化に備えるため補

助金を増額しました。

郡山市の救急医療について

令和８(2026)年６月８日

保健福祉部保健所健康政策課

14,756人

16,283件

区分 参加病院

第二次輪番

内科・

外科・

脳外科

①星総合②太田西ノ内

③寿泉堂④南東北

⑤太田熱海⑥今泉西

⑦坪井

小児輪番

（小児科）

①星総合②太田西ノ内

③寿泉堂④南東北

令和８年度予算
158,000千円

（前年度比52,754千円増）
【補助拡充】※4

【補助拡充】※3


